
１　経済動向に係る企業等の声（4～6月期）

地域の経済動向（令和6年4-6月期）
《道北（上川・留萌・宗谷）地域》

【建設業】 

・ 新築住宅の受注が伸び悩んでいる。建設資材価格上昇に加え住宅ローン金利の上昇も想定され厳し

い状況が続く。人口減の中、需要減は回避できないが、デザイン･品質･性能などをお客様に伝える等

地道な営業努力により、厳しい現状を打開していくしかない。（建設業） 

・ 戸建て住宅を中心に受注の減少が続く。従業員の確保等のため賃上げを行ったが、顧客離れ等が 

懸念され、価格転嫁は難しい。（建設業） 

・ 会社説明会では年休などプライベートの充実に関する情報を気にする学生さんも多いため、配属部 

署や暮らしイメージに齟齬がないよう丁寧な説明をしており、その効果かわからないが、離職率が下

がってきたと感じる。（建設業）  

・ 人手不足の中、４月からは時間外労働の上限規制が適用され、民間工事の受注を控えざるを得ない状

況。（建設業） 

・ 業況の見通しが厳しい中、賃上げ率を抑えざるを得ない状況。（建設業） 

 
【製造業】 

・ 受注が落ち込み、販売価格も下降傾向のため、コロナ禍前の水準まで回復できず、厳しい経営状況

が続く。（家具製造業） 

・ 運送業に対する時間外労働の上限規制適用後、一般道から高速道利用に変わった。物流費上昇が経

営の負担となっている。（金属製品工業） 

・ 原材料や資材、運送費、人件費などが上昇する中、できるだけ価格に転嫁したいが、販売量減少の

恐れがあり、苦慮している。（食料品製造業） 

・ 道内産タラは浜値の変動が大きく、ここ数年はロシア産の輸入が途絶えていることから、製品価格

が値上がりし、販売量が落ちている。（水産加工業） 

・ 扱っているホタテは全て国内向けで中国禁輸の影響は直接受けていないが、国内相場下落の影響は若

干ある。資材や運送費、電気代などの経費が大きな負担。（水産加工業） 

・ タコやタラなどの製品が売れにくくなってきている。また、地域で冷蔵･冷凍倉庫の事業者が減少し、

遠方に商品を移さなくてはならず、コストが嵩む。（水産加工業） 

・ 漁期の都合で通年雇用とならない従業員もいるのが課題。（水産加工業） 

 
 

【卸売･小売業】 

・ 様々な価格が上昇する中では、設備投資を先送りせざるを得ない。（飲食料品卸売業） 

・ 円安が進み仕入れ商品の価格上昇が続き、経営の負担となっている。（繊維･衣服卸売業） 

・ 賃金上昇やインボイス・電帳法への対応、定額減税への対応で事務負担が増えており、時間と費用

と労力の負担増に悩んでいる。（繊維･衣服卸売業） 

・ 価格転嫁が進まない中で、円安影響でコストが嵩み、赤字が増加。（建築資材等卸売業） 

・ オンラインショップも開設し、様々な地域の方々に利用して頂いている。大手百貨店と連携した取

組も行っており、地域の人口が減少を続ける中でも、事業を継続できるよう、工夫を重ねていきたい。

（食料品小売業） 

・ ４月以降、物流委託先からの値上げ要請が見込まれる。物流費上昇分を商品に価格転嫁できるか、

市場の動向を見極めたい。（食料品小売業） 

・ 人手は常に不足しており、２～３年募集を出しても採用にいたらなかった。地元高校でも高卒で就

職を希望する学生は少ないとのことで、地域内で人材が取り合いになっている。（小売業） 



【運輸業】 

・ ４月から運賃を見直したので、人件費も上げたいが、設備投資も不可欠であり、経営的に厳しい状

況。（運送業） 

・ コロナ禍での負債が大きく、資金繰りが悪化。価格転嫁も進まず、当面は厳しい状況が続く見通し。

（運送業）  

・ 人材の流出が課題となっているため、給与アップと給与体系の見直し、雇用年齢の 70 歳までの引き

上げを行った。（運輸業） 
 

【サービス業】 

・ フロント、料理、ベッドメイク、営業すべての分野で人手が足りない状況であり、働き方改革に対

応していくためには、今の従業員の 1.5 倍は必要。（宿泊業） 

・ タクシー不足が深刻化しており、ホテルが有料で送迎できる制度が必要。（宿泊業） 

・ 観光･旅行業者向けの利用しやすい補助事業を実施して欲しい。また、観光事業者の人手不足に対す

る積極的な取組をお願いしたい。（宿泊業） 

・ 人手不足のため、営業時間を短縮せざるを得ず、売上が減少している。仕入れ単価も上昇が続いて

おり、値上げを検討中。（飲食業） 

・ アドベンチャートラベルの取組が進む中、円安の効果もあり、海外のお客様からの申し込みが増加。

（観光ガイド業） 

 ・ １次会が行われる飲食店はお客さんが戻ってきているが、タクシーの夜間運行が少ないので、2 次

会などが行われるスナック等のお客さんは減っている状況。（商工会） 

 ・ コロナ禍からの回復過程で多くの事業所が深刻な人手不足に直面しており、地方では労働力の流入

が限定的なため、人材確保が一層困難となっている。特にコロナ禍で休業を余儀なくされた飲食業や

宿泊業などでは、人材流出に歯止めがかからず、事業再開に向けた採用に苦戦している。（商工会） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

稚内信用金庫

留萌信用金庫

北星信用金庫

R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ

旭川信用金庫

R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ

景気動向調査による次期予想DIを見ると全業
種が9.3ポイントと改善が予想されるも、業種別
に見ると製造業・卸売・小売業・建設業において
は改善が予想されるが、サービス・不動産業で
減少の予想であることから「変わらない」と判断
した。

稚内信用金庫

当金庫で行っている景気動向調査によると、主
営業地区が盛業期を迎える中、前年同期と比
べて、全業種で売上額DI、収益DIの悪化を示し
やや低調な状況。
特に昨年同時期に実施されていた旅行支援施
策が剥落したことで、サービス業と運輸業での
悪化が目立つ状況。
以上の結果から、総合を「やや低調」、生産動
向を「やや低調」、消費動向を「やや低調」と判
断した。

同調査によると、業況DI（21.1）、受注額DI
（26.5）、売上額DI（26.8）、収益DI（13.7）で最盛
期に向かう中、期待感も高く概ね改善傾向を示
すものの、卸・小売業ではやや警戒感がくす
ぶっている。
以上より「上昇傾向」と判断した。

留萌信用金庫

景気動向調査による業況DIは、前期と比較して
15.6ポイント上昇しているが、総合的に「やや低
調」と判断した。
「やや低調」の要因は、業種別に見ると建設業
を除き11.8～29.4ポイント改善しているものの建
設業が△14.9ポイントと減少していることから総
合的に「やや低調」と判断した。

物価が高い状態はしばらく続くかと思われ、上
昇する兆しは見られないことから、「変わらな
い」と判断した。ただ、半導体の流通が少しずつ
安定してきているとの声やコロナ禍からの回復
による経済の好循環等、長期的に見て今後は
少しずつ上昇していくとの声が多かった。

北星信用金庫

業況持ち直しの動きは続いている一方、資材高
騰・燃料高・物価高・人手不足等の影響も依然
として続いていることから、前期同様「普通」と判
断した。

資材高騰・燃料高・物価高の先行き感、少子高
齢化・人口減少による人手不足の影響が続くと
考えられ、前期同様「変わらない」と判断した。

旭川信用金庫

物価が高い状態が続いており、景況に大きな変
化は見られない。大きく景況が落ち込むわけで
はないが、上昇の兆しも見られないことから「普
通」と判断した。

低調

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

２ 道内金融機関から見た地域景況感（4-6月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調



資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

0 △ 12

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省
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３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）
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（右軸：前年同月比（差）：％）
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